
UHFRFIDデスクトップリーダーの紹介：

CJ2502B usb UHF RFIDデスクトップリーダー。形状が小さく、持ち運びが簡単です。組立ラインの位置管理、アクセス制御、本のドキュメント管理、およ
び電子ラベルの読み取り、書き込み、承認、フォーマット、その他の操作を行うためのバックグラウンドに適しています。カードの読み取りと書き込み、認証、フォーマット
などが可能です。

UHFRFIDデスクトップリーダー 特徴：
ISO18000-6Cプロトコルをサポート
USB通信インターフェースのサポート
シミュレーションキーボードモードの出力フォーマットとパラメータはカスタマイズ可能です
仮想シリアルポート作業モード、USBドライブウェイなしおよびUSBドライブなしシミュレーションキーボードモードオプション
高度なタグ衝突処理アルゴリズム、高い識字率
UHFRFIDデスクトップリーダー アプリケーション：
組立ライン管理
タグの読み取り/書き込み、承認、フォーマット、および通常の操作
電子チケット、カード発行機、人員アクセス制御
資産運用管理
UHFRFIDデスクトップリーダー 仕様：

物理パラメータ
サイズ 105mm×70mm×11mm
重さ 350g
外側のカバー材 繊維の薄い形状のデザイン
力 USBインターフェース、外部電源なし
動作電力 1W
UHF RFID



プロトコル ISO18000-6C
周波数 FCC：902〜928MHz、ETSI：865〜868MHz（国や地域に応じて調整可能）
出力電力 最大10dBm（ソフトウェアで調整可能）
電力調整 1dB
外部インターフェース USB1.1
動作モード 広域スペクトルホッピング（FHSS）または固定周波数放射を処理するには
読み取り速度 >100 time/s
アンテナ 内部アンテナ
読み取り距離 0〜18cm（ラベル性能、ラベル作業環境による）
書面距離 0〜8cm（ラベル性能、ラベル作業環境による）
作業環境
作業温度 -10〜60°C
保管温度 -25〜80°C
湿度 10％〜95％RH

ユーザーマニュアル：

1. USBはキーボードストロークをエミュレートします（読み取り専用）
ステップ1：USBインターフェースを介してリーダーをPC/ラップトップに接続します
ステップ2：メモ帳またはWord文書を開き、マウスをクリックして、カードをリーダーに置きます。カード番号がメモ帳またはWord文書に出力されます。





2.USBUHFリーダーライター
ステップ1：USBインターフェイスを介してリーダーをPC /ラップトップに接続し、カードをリーダーに配置します
ステップ2：デモソフトウェアを開き、[comポートを開く]をクリックします
ステップ3：[EPC GEN2テスト]をクリックし、[タグのクエリ]をクリックすると、カードのEPC番号が右側のリストに出力されます。


